















ExpressioD of a CODstitutively Active Calcineurin 


















論文審査結 果 の 要 旨
本研究は、毛周期を制御するカノレシニユ-!)ン・活性化T細胞核内因子
〈心州側FAT}経路骨とおいで、低19'ルシウム培養条件。で恒常的に発現白して
いる CaNの新規スプライシングバリアント(CaAs)が存在することを
示した。さらに、その機能がNF灯を活性化して、細胞周期における抑制
系蜜白である cyclinG2を介して毛周期を抑制的調節していることを明ら
かにした。この経時は、 Ca封‘阻害薬Aごして臨床で舟いられでいるーシグロス
ポリンなどの免疫抑制薬の菌j反応として多毛が生じる機序を論理的に説
明し才尋るものである。
本研究は、今後の毛髪研究と治療薬開発における重要な知見を含んでい
る。予備審査における本研究者の資疑搭答ほ的確であr!1、十分な学術的知
識を有すると判断した。
よって、本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める。
